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　平成30年度の“みやかん”の表紙には、「2017仙台市下水道フェア児童・生徒絵画コン
クール入賞作品」の優秀作品を掲載しています。（学校及び学年は受賞時）
　仙台市下水道フェアは、展示、実演、発表、体験などを通して、楽しみながら下水道と
水環境について広く市民に知ってもらい、また考えてもらうイベントとして、仙台市下水
道フェア実行委員会主催のもとで、平成５年から開催されており、その中で、市内の小・
中学生を対象に「水」をテーマとした絵画コンクールが行われています。

表紙絵画・資料提供
仙台市建設局
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佐竹理事長からの挨拶

総会の様子

　５月18日（金）、仙台市青葉区の勝山館「瑞雲」
において、平成30年度通常総会を開催したところ、
組合員110名（委任状29名、書面議決28名を含む）
が出席した。
　午後１時30分、司会の千葉総務課長から、出席
組合員数が法定数を満たし、総会が適法に成立し
ていることが報告され、佐竹理事長から次のよう
な挨拶があった。
　「今国会に、給水装置工事指定店の更新制度等
を盛り込んだ水道法の一部を改正する法律案が、
あらためて提出されたが、国会審議がなかなか進
まない状況で、水道のインフラを守るためにも早
期の成立を願うところである。

　私ども宮管組合は、昨年創立70周年を迎え、本日は、組合70年の歴史をまとめた『七十年のみち』
の発刊記念懇親会を予定しており、これが70周年事業の集大成になると思うので、宜しくお願いした
い。
　平成29年度決算については、組合員皆様の積極的な共同事業利用により、出資配当金と事業利用分
量の割り戻しを提案させて頂けることとなった。
　また、仙台市水道局からの受託事業については、配水管及び給水装置修繕工事、仙台市水道修繕受
付センター業務、既設配水管管体等調査業務など、担当組合員各社のご協力を頂いて、順調に履行す
ることが出来た。心より感謝申し上げたい」
　続いて、議長に㈲内海工業所の内海透氏（当組合副理事長）、副議長に日新設備㈱仙台支店の山家
吉治氏が就任して議案の審議に入り、第１号議案から第６号議案まで全て原案どおり可決した。
　第７号議案の役員改選では連記式
無記名投票による選挙を実施し、当
選した理事14名（員外理事３名を含
む）と監事３名は、その場で就任を
承諾した。
　なお、臨時理事会を開催し、第44
期理事長に佐竹毅彦氏（㈱金華工業
商会）が再任された外、別記のとお
りそれぞれ決定した。
　議案項目は次頁のとおり。

平成30年度通常総会を開催
～第44期理事長に佐竹毅彦氏が再選～



− 2−

第１号議案　�平成29年度事業報告書並びに財産目録・貸借対照表・損益計算書・収支決算書及び剰余
金処分案承認の件

第２号議案　平成30年度事業計画書並びに収支予算書案決定の件
第３号議案　役員報酬決定の件
第４号議案　経費の賦課及び徴収方法決定の件
第５号議案　平成30年度組合新規加入者の加入金決定の件
第６号議案　平成30年度借入金残高の最高限度額決定の件
第７号議案　役員改選の件

　　　　　　　　　　　　第44期役員（敬称略）

　　　　　理　事　長　　佐　竹　毅　彦（再任）　　株式会社 金華工業商会
　　　　　副 理 事 長　　菅　原　雅　美（新任）　　株式会社 同和設備工業所　　
　　　　　　　同　　　　本　山　耕　三（新任）　　本山振興 株式会社　　　　
　　　　　専 務 理 事　　吉　田　秀　之（新任）　　宮城県管工業協同組合
　　　　　理　　　事　　藤　井　秀　男（再任）　　宮城県管工業協同組合
　　　　　　　同　　　　小　林　照　和（再任）　　株式会社 興盛工業所　　　
　　　　　　　同　　　　井　上　　　環（再任）　　井上設備工業 株式会社　　　
　　　　　　　同　　　　赤　間　勇一郎（再任）　　株式会社 赤間総業　　　　
　　　　　　　同　　　　松　岡　清　一（再任）　　株式会社 松清産業　　　　
　　　　　　　同　　　　小　野　修　司（再任）　　全栄興業 株式会社　　　　
　　　　　　　同　　　　中　鉢　　　丹（新任）　　株式会社 いづみ衛生施設工業
　　　　　　　同　　　　小　川　憲　昭（新任）　　宮城県管工業協同組合
　　　　　　　同　　　　渡　辺　毅　浩（新任）　　中央管工業 株式会社　　　
　　　　　　　同　　　　郷　古　孝　雄（新任）　　有限会社 藤英工業　　　　
　　　　　監　　　事　　武　田　正　晃（再任）　　株式会社 日幸商會　　　　
　　　　　　　同　　　　大　浦　　　明（再任）　　株式会社 仙塩管工事センター
　　　　　　　同　　　　相　澤　良　朋（新任）　　株式会社 相澤設備　　　　
　　　　　常任相談役　　渡　辺　　　皓　　　　　　中央管工業 株式会社
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指定給水装置工事優良事業者表彰

地元密着型水道修繕登録店感謝状

優良公認排水設備工事業者表彰

平成30年度通常総会表彰式を開催

　５月18日（金）、勝山館「瑞雲」において、通常総会表彰式が執り行われた。
　午後５時20分、小島資材部次長の司会で開式し、表彰状と顕彰状、感謝状が授与された。
　各受賞者は次のとおり。（敬称略）

◎仙台市水道事業管理者より、指定給水装置工事優良
事業者に表彰状の授与と記念品の贈呈

　　山幸綜合設備 株式会社
　　株式会社 マルミ設備

◎仙台市水道事業管理者より、地元密着型水道修繕登
録店に感謝状と記念品の贈呈

　　株式会社 タゼン
　　株式会社 宮城日化サービス
　　株式会社 Ｅ・Ｓ水道工事

◎仙台市長より、優良公認排水設備工事業者に表彰状
の授与と記念品の贈呈

　　藤倉設備工業 株式会社
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◎理事長より、創立70周年記念誌制作協力者に感謝状
の贈呈（※代表受領）

　記念誌編集委員（○委員長）　
　　○渡辺　　皓（中央管工業 株式会社）
　　　佐竹　毅彦（株式会社 金華工業商会）
　　　内海　　透（有限会社 内海工業所）
　　　外山　佳嗣（仙台ガス水道工業 株式会社）
　　※井上　　環（井上設備工業 株式会社）

　編集業務実務者
　　※吉田　秀之（宮城県管工業協同組合）
　　　藤井　秀男（　　　　 同 　　　　）
　　　千葉　史規（　　　　 同 　　　　）
　　　櫻井　利恵（　　　　 同 　　　　）

◎理事長より、業界功労者に対する顕彰状の授与と記
念品の贈呈

　　平成30年春の叙勲　瑞寶単光章
　　　福山　睦男（ウエノ設備 株式会社）

　　平成29年度仙台市技能功労者表彰
　　　佐々木　将（藤倉設備工業 株式会社）

◎理事長より、平成30年度資材利用協力組合員に感謝
状と記念品の贈呈（代表１社）

　　　中央管工業 株式会社

創立70周年記念誌編集委員感謝状

創立70周年記念誌編集業務実務者感謝状

業界功労者に対する顕彰

資材利用協力組合員感謝状
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創立70周年記念誌『七十年のみち』発刊記念懇親会を開催

　５月18日（金）、勝山館「彩雲」において、
創立70周年記念誌『七十年のみち』発刊記念
懇親会を開催した。
　午後６時、来賓と組合員等約200名が着席
する中、千葉総務課長の司会で懇親会が開会
した。
　はじめに、佐竹理事長から「記念誌は、事
前に送付させて頂いたが、これを見ると、私
ども業界を取り巻く環境が決して平坦ではな
かったことが分かる。歴代理事長をはじめと
した諸先輩が築いてきた宮管組合の成長が記
録されており、そのご努力とご功績に敬意を
表する。組合は創立70周年という節目を経過

　次に、吉田専務理事よりプロジェクターを使った記念誌の概要説明があった後、宮城県知事から寄
せられたお祝いのメッセージが司会者から読み上げられ、続いて、ご来賓の仙台市長（代理：髙橋新
悦副市長）から「創立100周年に向けて、これから何をしていくかということが大切になっていく。
変化が激しい時代を乗り越え、安心・安全な暮らしを支えるため、尚一層のご努力を期待する」、宮
城県中小企業団体中央会の今野敦之会長から「会社や団体の歴史というものは、記念誌にしか残らな
い。大変重要なことをやり遂げられた」との祝辞を頂戴した。乾杯は、板橋秀樹仙台市水道事業管理
者より、「記念誌を拝読し、私も大変勉強になった。これからの時代、皆様方の力と高い志が仙台を創っ
ていくことと思う」との温かい言葉を頂いた後、参加者全員で祝杯を挙げた。

迎賓立礼

記念誌の概要説明

し、新たなスタートを切ったが、更に成長・発展させるために、組合役職員が一丸となって邁進して
参りたい」と挨拶があった。
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　懇親会は、終始和やな雰囲気に包まれ、皆が楽しく歓談する中、午後７時50分、新任の菅原副理事
長、本山副理事長、吉田専務理事の３名が登壇し、菅原新副理事長の三本締めで散会した。

髙橋仙台市副市長 板橋仙台市水道事業管理者今野宮城県中央会会長

乾杯の様子

着席でゆっくり過ごしていただきました

会場は大いに盛り上がりました

三本締め（菅原副理事長：中央）
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瑞寶単光章を受章
～ウエノ設備㈱　福山睦男氏～

　５月９日（水）、東京都港区の東京プリンス
ホテルにおいて平成30年春の叙勲受章者に対
する伝達式が行われ、組合員ウエノ設備㈱の
福山睦男氏が、永年にわたり管工事業務に精
励した功績と高い技術力・技能が認められて、
栄えある瑞寶単光章を受章した。また、伝達
式終了後には、皇居において天皇陛下へ拝謁
の栄に浴された。
　福山氏は、昭和46年から一貫して管工事業
に従事し、以来、管工事に関するあらゆる知
識・技能の習得に励み、技能士の最高資格で
ある登録配管基幹技能士をはじめとした各種
資格を取得するとともに、後進の技能者の育
成にも大きく貢献してきた。現場では正確で

福山ご夫妻

丁寧な施工はもとより、創意工夫を以て様々な難件を解決し、無事故・無災害を継続してきたことに
対して各方面から絶大な信頼を得ている。また、東日本大震災では、自宅が被災したにもかかわらず、
寝食を忘れて水道ライフラインの復旧作業に従事した。その謹厳実直な人柄と熟練した技能、優秀な
施工管理能力が高く評価され、今回の受章となった。
　誠におめでとうございます。
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宮城県管工事業協同組合連合会平成30年度通常総会開催

　５月25日（金）、多賀城市のホテルキャッスルプラザ多賀城におい
て、宮城県管工事業協同組合連合会（略称：宮管連）の平成30年度
通常総会が開催され、会員等32名が出席した。
　午後３時30分、当組合（宮管連事務局）の千葉総務課長の司会で
開会し、はじめに渡辺会長（当組合常任相談役）から、「我々の業
界は、働き方改革を始め水道法の改正など国レベルの変革から、震
災復興需要の沈静化による業務量の減少、地元での水道関連事業の
受託対応まで、大きな環境変化の渦中にある。私たちの根本的な基
盤が、それぞれの会社経営にあることは論を俟たないが、協力する渡辺会長

ことで発揮できる力もある。そういった協同組合本来の姿を頭に描きながらご審議頂きたい。本年の
総会は多賀城市管工事業協同組合のご尽力で開催することができた。この場を借りて御礼を申し上げ
る」との挨拶があった。
　続いて、出席会員の報告と来賓紹介が行われた
後、渡辺会長が議長に就任して議案の審議に入っ
た。議事は、宮管連の吉田専務理事（当組合専務
理事）から各議案の提案説明がなされ、全て満場
一致で原案どおり可決された。
　なお、第７号議案の役員改選の件は指名推選と
決し、白石市管工事業協同組合の髙橋理事長と多
賀城市管工事業協同組合の大友理事長、宮城県管
工業協同組合の佐竹理事長が選考委員を務め、理
事12名、監事２名を選考、指名を受けた各氏は満
場一致の賛同を得て、その場で就任を承諾した。

［議案項目］
　　第１号議案　�平成29年度事業報告書並びに財産目録・貸借対照表・損益計算書・収支決算書及び

剰余金処分案承認の件
　　第２号議案　平成30年度事業計画書並びに収支予算書案決定の件
　　第３号議案　役員報酬決定の件
　　第４号議案　経費の賦課及び徴収方法決定の件
　　第５号議案　平成30年度新規加入者の加入手数料決定の件
　　第６号議案　平成30年度借入金残高の最高限度額決定の件
　　第７号議案　役員改選の件

［第13期役員］
　　会　　長　渡　辺　　　皓　氏（再任）宮城県管工業協同組合
　　副 会 長　星　　　　　進　氏（再任）石巻広域管工事業協同組合
　　　 同 　　佐　竹　毅　彦　氏（新任）宮城県管工業協同組合
　　専務理事　藤　井　秀　男　氏（新任）宮城県管工業協同組合　

県内各地から出席いただきました
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　　理　　事　髙　橋　良　夫　氏（再任）白石市管工事業協同組合
　　　 同 　　大　友　和　弘　氏（再任）多賀城市管工事業協同組合
　　　 同 　　佐　藤　政　志　氏（再任）大崎市管工事業協同組合
　　　 同 　　千　葉　信　宏　氏（再任）登米市管工事業協同組合
　　　 同 　　佐　藤　康　浩　氏（再任）名取市管工事業協同組合
　　　 同 　　小　野　貴　市　氏（再任）岩沼市水道工事業協同組合
　　　 同 　　澤　井　　　充　氏（新任）気仙沼管工業協同組合
　　　 同 　　菅　原　雅　美　氏（新任）宮城県管工業協同組合
　　監　　事　今　野　勝　秀　氏（再任）石巻広域管工事業協同組合
　　　 同 　　千　坂　直　人　氏（再任）大崎市管工事業協同組合

　総会終了後、午後６時から表彰式と懇親会が行われ、会員及び来賓等54名が出席した。渡辺会長の
挨拶の後、業界功労者に顕彰状、優良従業員に表彰状、退任役員に感謝状がそれぞれ授与された。
　次いで、開催地を代表して、多賀城市管工事業協同組合の大友理事長から歓迎の挨拶があり、続い
て来賓を代表して、菊地健次郎多賀城市長、日本水道協会東北地方支部長（代理：仙台市水道局　髙
橋修給水部長）から祝辞を頂いた後、来賓紹介が行われ、日本水道協会宮城県支部長（代理：石巻地
方広域水道企業団　齋藤喜治事務局長）の乾杯の発声で懇親会が開宴した。
　懇親会は和やかに歓談し、午後７時40分、来年の総会開催地である名取市管工事業協同組合の佐藤
理事長による挨拶と三本締めで散会した。
　当日の各表彰受賞者は次のとおり。（敬称略）

［業界功労者顕彰］
　春の叙勲瑞寶単光章
　　福山　睦男　ウエノ設備 株式会社（宮城県管工業協同組合、以下宮管）

　国土交通省土地・建設産業局長感謝状　
　　佐竹　毅彦　株式会社 金華工業商会（宮管）　
　　菅原　雅美　株式会社 同和設備工業所（宮管）
　　小林　照和　株式会社 興盛工業所（宮管）

　宮城県知事表彰
　　外山　佳嗣　仙台ガス水道工業 株式会社（宮管）

［優良従業員表彰］
　　山口　　孝　有限会社 川前工業所（多賀城市管工事業協同組合、以下：多賀城）
　　加藤　英樹　有限会社 加藤鉄工所（多賀城）
　　佐々木孝男　株式会社 太陽工業（多賀城）
　　星　　新吾　発向興業 株式会社（多賀城）
　　保科　　要　株式会社 エコー設備工業（宮管）
　　高橋　　巌　株式会社 相澤設備（宮管）
　　佐々木和範　日新設備 株式会社 仙台支店（宮管）
　　佐藤　亮太　株式会社 加納工業所（宮管）
　　兵藤　正人　株式会社 村上瓦斯工業所（宮管）
　　勝田　昌晃　山元工業 株式会社（宮管）
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平成30年度近況報告会を開催

　４月24日（火）午前11時から仙台市青葉区
の「勝山館」において、役員のＯＢと現職等
28名が出席し、当組合の近況に関する報告会
を開催した。
　今回で３回目となるこの会は、宮管組合の
今日があるのは、諸先輩方が築かれてきた組
合の基礎と歴史があればこそということで、
感謝を込めた報告会として開催し、当日は懐
かしい面々が顔を揃えた。
　司会進行は千葉総務課長が務め、はじめに
急遽欠席となった佐竹理事長に代わって、29
年度の前半を理事長として務められた渡辺
（皓）前理事長から挨拶があった後、出席者

和やかな歓談となりました

の紹介が行われ、報告に入った。
　内海副理事長が座長を務め、平成29年度の決算状況、創立70周年記念誌『七十年のみち』の発刊、
仙台市水道修繕受付センター業務の運営状況について事務局より説明し、出席者から昔の記憶や感想
などの話があった。
　続いて食事会に移り、渡辺茂元副理事長から乾杯の発声を頂き、食事をしながら和やかに歓談した。
　なお、当日の出席者は下記のとおり。（順不同・敬称略）

　　手戸　喜郎　相談役　　　　　　　　　　　　渡辺　　皓　理事・前理事長（中央管工業㈱）
　　蔵田　博之　相談役　　　　　　　　　　　　内海　　透　副理事長（㈲内海工業所）　
　　渡辺　　茂　元副理事長　　　　　　　　　　藤井　秀男　専務理事（宮城県管工業協同組合）
　　小林　德久　元副理事長　　　　　　　　　　吉田　秀之　常務理事（宮城県管工業協同組合）
　　相澤十四男　元副理事長（㈱相澤設備）　　　外山　佳嗣　理事（仙台ガス水道工業㈱）　
　　金子　　正　元常務理事　　　　　　　　　　菅原　雅美　理事（㈱同和設備工業所）　　
　　松永　　健　元理事　　　　　　　　　　　　渡辺　好啓　理事（渡辺建設工業㈱）
　　小野　繁雄　元理事（全栄興業㈱）　　　　　井上　　環　理事（井上設備工業㈱）
　　小野寺宏允　元理事（本山振興㈱）　　　　　赤間勇一郎　理事（㈱赤間総業）　
　　小倉　正典　元理事（㈱仙塩管工事センター）本山　耕三　理事（本山振興㈱）
　　三浦　　忠　元理事（㈱三浦組）　　　　　　武田　正晃　監事（㈱日幸商會）
　　佐藤　　勉　元理事（㈱細川設備工業所）　　中鉢　　丹　監事（㈱いづみ衛生施設工業）
　　佐藤　三郎　元理事（㈱大盛設備工業）　　　大浦　　明　監事（㈱仙塩管工事センター）
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小川　憲昭　扇町本部長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　千葉　史規　総務課長　　　　
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日本水道協会東北地方支部幹事都市管理者と全国管工事業協同
組合連合会東北ブロック各県支部長との意見交換会開催

　４月13日（金）、仙台市宮城野区の「仙台ガー
デンパレス」において、日本水道協会（略称：
日水協）東北地方支部幹事都市管理者と全国
管工事業協同組合連合会（略称：全管連）東
北ブロック各県支部長との意見交換会が開催
され、日水協東北地方支部より21名と全管連
東北ブロックより26名が出席した。
　午後４時、全管連東北ブロック事務局の千
葉総務課長が開会を宣し、はじめに全管連の
渡辺皓副会長から、次いで日水協東北地方支
部長（仙台市長）に代わって板橋秀樹仙台市
水道事業管理者から挨拶があった後、各議題
に対して、日水協東北地方支部の見解が次の
とおり示された。

板橋水道事業管理者から挨拶

（１）給水装置工事指定店の更新について
　業界を挙げて長年要望して参りました給水装置工事指定店の更新制度を含む水道法の一部改正案に
ついては、前回の国会に上程される運びでしたが、解散総選挙となったため、可決することができま
せんでした。今回もまた、国会で成立するかどうか不透明な状況になっているようです。
　ただ、要望どおり成立した暁には、指定店更新の要件がいくつかあることと思いますが、私ども指
定店にとって、あまり大きな負担とならない方向でご検討頂きますようお願い致します。

（１）に対する見解
　今回の水道法改正案には、皆様に直接影響する指定給水装置工事事業者の更新制度が盛り込まれて
いるため、我々水道事業体としても今後の国会審議の動きを注視しているところである。
　更新制度は、指定給水装置工事事業者の資質が継続して保持されるよう、その指定について有効期
間を設け、５年ごとに更新を行うもので、更新時には指定の要件を確認するほか、「水道事業体が開
催する講習会への参加の有無」「指定給水装置工事事業者の業務内容」「給水装置工事主任技術者等へ
の研修機会確保の状況」「給水装置工事で適切に作業を行うことができる技能を有する者の従事状況」
の４つを確認し指導することになる。
　なお、複数の水道事業体に対して、更新に係る申請手続きを行う指定給水工事事業者に過度な負担
とならないよう、確認事項については統一的なものとされるとのことである。
　東北地方支部内の水道事業体においても、改正水道法の成立時には各種規定の改正などを速やかに
行うとともに皆様にそれをお示しし、指定給水装置工事事業者制度の適正な運用に努めて参りたいと
考えている。

（２）水道本管工事の発注時期について
　年度内工事量の偏りを解消し、年間を通して安定的に施工が出来るように、水道本管工事発注時期
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の平準化については、多くの自治体において実施して頂けるようになってきており、感謝申し上げま
す。組合員からもありがたいという意見がよく聞こえてきています。
　青森について言えば、寒冷地における降雪の関係で１月末の竣工が多く、翌年度には現場に４月か
ら入れるように、２月～３月に契約を結んで頂くことが大変有効な手法と考えており、既に青森市や
弘前市では、そのように実行して頂いております。また、同じ東北でもあまり雪に左右されない太平
洋側では、３月中までの工期が多いのですが、そういった中でも、年度を越えた竣工時期を設定して
頂くなど、年間を通して工事施工が可能な契約を結んで頂いていることが、効率的な経営に繋がると
も聞いています。
　このように発注時期の平準化といっても自治体ごとに状況は異なり、一概にどうすることが望まし
いとは言えないのですが、これまで同様それぞれの事業体で平準化による端境期対策にご配慮頂けま
すようお願い申し上げます。
　一方、現在まだこういった方向での契約が実施されていない事業体に対し、様々なご事情がおあり
とは思いますが、担い手３法改正時の運用指針にもあることから、安定した工事施工に向けた契約を
お考え頂けますようお願いしたいのですが、このことについてのご見解をお聞かせ下さい。

（２）に対する見解
　工事の施工時期、特に冬期間の施工については、それぞれの地域性による影響を多く受けると認識
している。工事発注時期平準化の一例として、青森市と仙台市の状況について述べさせて頂きたい。
　青森市では平成21年度まで、新年度最初の工事入札は４月末から５月上旬に実施していた。そのた
め、早くても５月上旬から中旬以降でなければ工事に着手することができず、気象条件の最も良い第
一四半期（春先）の１ヵ月から１ヵ月半の期間は工事ができない状況にあった。そこで、平成22年度（平
成23年３月入札実施）より、新年度当初の４月から年間を通して工事発注及び施工時期の平準化が図
られるよう債務負担行為の設定をしている。２月下旬から３月上旬にかけて入札・契約をすることに
より、４月はもちろん、積雪状況によっては３月から工事に着手することが可能な状況となっている。
　次に、仙台市では、降雪量も比較的少ないことから年間を通して工事施工が可能と認識している。
また、工事の発注については、更新延長の増大に対応するため、年間における現場稼働率の引き上げ
が必要だと考えており、発注段階から関係する工事の状況把握に努め、各工事の施工規模・施工時期
に応じた発注と工期設定に留意するとともに、債務負担行為の設定なども活用しながら、工事の稼動
時期に偏りが生じないよう、施工時期の平準化にも取り組んでいる。

（３）道路占有物の維持管理義務を盛り込んだ道路法改正案への対応について
　道路法改正案が平成30年２月２日に閣議決定し、国土交通省から国会に提出されました。この改正
案では、道路占有物件に起因する道路陥没事故の防止を目的に、占有者に対し、占有物件の適切な維
持管理を義務付けています。道路管理者は適切な管理が行われていないと認めた場合、是正措置を命
令できることになります。
　日本水道新聞の記事によると、道路陥没事故のうち４分の１が占有物件に起因しており、道路関係
部局では老朽化した占有インフラへの対応が喫緊の課題ということのようです。
　各水道事業体におかれましては、埋設されている水道管や付帯設備についてこれまでも十分な維持
管理をなされてきたこととは存じますが、改めてこのように道路法が改正された場合、どういったこ
とが問題点になるとお考えでしょうか。また、何か新たに進める事業など考えていらっしゃるのでしょ
うか。その際には私達水道工事業界として何かお手伝いできることがあるのでしょうか。
　ご見解をお聞かせ下さい。
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（３）に対する見解
　各水道事業体としては、既に対症療法的な維持管理から予防保全的な維持管理へシフトし、事故の
未然防止に努めているところだが、今回の道路法改正案では占用者に、「これまで以上のきめ細かな
維持管理」「点検状況の公表」「点検に基づいた応急的な補修工事や計画的な修繕工事」「突発的な修
繕工事に対する機動的な体制の確保」「経年劣化状況に応じた計画的な更新」等が強く求められる可
能性があるとともに、道路管理者による占用位置の制限や残置管の規制が強化されるなど、占用者に
とっては厳しい条件が課されることも予想される。
　現時点では、道路管理者の今後の動きを注視する必要があると考えているが、具体的な対応策を求
められた場合には皆様に協力を頂くことも十分に考えられるので、その際にはよろしくお願いしたい。

（４）働き方改革への対応について
　建設業就業者数全体ではこの18年間で685万
人が500万人、技能労働者数では455万人が331
万人にまで減少しており、その年齢構成も高齢
化が進み、29歳以下は低下の一途をたどり約１
割となっています。
　こういった現状を脱却するため若者や女性に
とって魅力ある職場とするには、建設業の働き
方改革で、長時間労働の是正と生産性の向上が
重要な要素であるといえます。国土交通省でも
現場の週休２日制に取り組んでいますが、日本
建設業連合会によると、週休２日制導入の課題
として、第１に「工程に余裕が必要」、２番目

会議の様子

には「技能労働者の給与水準の確保」が上げられています。また、生産性の向上に向けては、「適正
工期の確保」と「設計段階での効率的な工法などの採用」が要望されています。
　そこで、各水道事業体におかれましては、発注に際し、短時間労働でも一定の賃金水準を確保でき
るような歩掛りの採用や、工期設定における配慮など、働き方改革への対応でお考え頂いている点が
ございましたらご教示頂きますようお願いいたします。

（４）に対する見解
　働き方改革の実現は、他産業に比べ人手不足や高齢化等深刻な問題を抱える建設業界全体の魅力を
高める手段として、官民を挙げて取り組んでいかなければならない重要事項であると認識しており、
時間外労働縮減や休日の確保等による条件改善が労働者確保に不可欠なものと思っている。
　特に、時間外労働については、今通常国会の審議により働き方改革関連法案が成立すれば、５年の
猶予期間を経たのち、他産業と同水準の上限規制が課されることとなるため、業界各団体におかれて
も改革への取り組みを進められていることと存じている。
　これらを踏まえた業界全体の動きに対し、発注者としても安定した工事発注を行うことで仕事量を
確保し、業界全体の下支えを行い、賃金水準等を含めた働きやすい労働環境を確保する体制の構築に
寄与したいと考えている。
　また、他の産業と違い、自然条件の影響が大きい建設業界にあっては、週休２日・土日休業の導入
方法についても、より具体的な検討を進められていることとは思うが、歩掛り改定や工期設定等につ
いて、国・県の動向を注視しながら迅速に対応していく所存なので、官民一丸となった働き方改革実
現の取り組みへの協力をお願いしたい。



− 14 −

　以上のとおり、全管連東北ブロックから提出した議題に対する日水協東北地方支部の見解等が示さ
れ、意見交換会を終了した。
　なお、双方の出席者は次のとおり。

※出席者（順不同・敬称略）

日水協東北地方支部（◎地方支部長都市）
◎仙台市　　　　　　　　　　水道事業管理者　　　　　　　　　　　　板　橋　秀　樹
　青森市　　　　　　　　　　公営企業管理者企業局長　　　　　　　　中　川　　　覚
　八戸圏域水道企業団　　　　副企業長　　　　　　　　　　　　　　　古　川　　　勲
　秋田市　　　　　　　　　　上下水道事業管理者　　　　　　　　　　工　藤　喜根男
　宮古市　　　　　　　　　　上下水道部長　　　　　　　　　　　　　中　村　　　晃
　山形市　　　　　　　　　　上下水道事業管理者　　　　　　　　　　長谷川　博　一
　石巻地方広域水道企業団　　事務局長　　　　　　　　　　　　　　　齋　藤　喜　治
　郡山市　　　　　　　　　　上下水道局長　　　　　　　　　　　　　村　上　一　郎
　福島市　　　　　　　　　　水道局長　　　　　　　　　　　　　　　佐　藤　保　彦
　青森市　　　　　　　　　　企業局水道部総務課主幹　　　　　　　　溝　口　篤　史
　青森市　　　　　　　　　　企業局水道部総務課主査　　　　　　　　亀　山　　　剛
　秋田市　　　　　　　　　　上下水道局総務課課長補佐　　　　　　　細　川　公　一
　山形市　　　　　　　　　　上下水道部総務課課長補佐　　　　　　　志　済　直　史
◎仙台市　　　　　　　　　　水道局次長兼総務部長　　　　　　　　　本　郷　敏　章
　　同　　　　　　　　　　　水道局次長　　　　　　　　　　　　　　桂　島　　　剛
　　同　　　　　　　　　　　水道局給水部長　　　　　　　　　　　　髙　橋　　　修
　　同　　　　　　　　　　　水道局浄水部長　　　　　　　　　　　　菊　池　修　一
　　同　　　　　　　　　　　水道局総務部参事兼総務課長　　　　　　佐　藤　敦　史
　　同　　　　　　　　　　　水道局総務部総務課研修係長　　　　　　小　林　康　宏
　　同　　　　　　　　　　　水道局総務部総務課研修係主任　　　　　青　山　智　哉
　　同　　　　　　　　　　　水道局総務部総務課研修係主任　　　　　千　田　　　剛

全管連東北ブロック（◎ブロック代表）
◎宮城県管工事業協同組合連合会　　会長　　　　　　　　　　　　　　渡　辺　　　皓
　　同　　　　　　　　　　　　　　副会長　　　　　　　　　　　　　星　　　　　進
　　同　　　　　　　　　　　　　　専務理事　　　　　　　　　　　　吉　田　秀　之
　　同　　　　　　　　　　　　　　理事　　　　　　　　　　　　　　髙　橋　良　夫
　　同　　　　　　　　　　　　　　理事　　　　　　　　　　　　　　大　友　和　弘
　　同　　　　　　　　　　　　　　理事　　　　　　　　　　　　　　佐　竹　毅　彦
　　同　　　　　　　　　　　　　　理事　　　　　　　　　　　　　　佐　藤　政　志
　　同　　　　　　　　　　　　　　理事　　　　　　　　　　　　　　佐　藤　康　浩
　　同　　　　　　　　　　　　　　理事　　　　　　　　　　　　　　小　野　貴　市
　　同　　　　　　　　　　　　　　監事　　　　　　　　　　　　　　今　野　勝　秀
　青森県管工事業協同組合連合会　　会長　　　　　　　　　　　　　　北　向　幸　吉
　　同　　　　　　　　　　　　　　副会長　　　　　　　　　　　　　小田切　　　博
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　岩手県管工事業協同組合連合会　　副会長　　　　　　　　　　　　　伊　藤　良　一
　　同　　　　　　　　　　　　　　事務局長　　　　　　　　　　　　石　川　隆　一
　　同　　　　　　　　　　　　　　嘱託事務員　　　　　　　　　　　鎌　田　豊　稔
　秋田県管工事業協同組合連合会　　理事長　　　　　　　　　　　　　本　多　秀　文
　　同　　　　　　　　　　　　　　副理事長　　　　　　　　　　　　川　間　政　男
　　同　　　　　　　　　　　　　　副理事長　　　　　　　　　　　　齋　藤　淳　一
　　同　　　　　　　　　　　　　　統括事務長　　　　　　　　　　　佐　藤　弘　幸
　山形県管工事業協同組合連合会　　会長　　　　　　　　　　　　　　鹿　野　淳　一
　　同　　　　　　　　　　　　　　専務理事　　　　　　　　　　　　白　田　眞　人
　福島県管工事協同組合連合会　　　会長　　　　　　　　　　　　　　松　原　文　司
　　同　　　　　　　　　　　　　　副会長　　　　　　　　　　　　　曳　地　敏　幸
　　同　　　　　　　　　　　　　　副会長　　　　　　　　　　　　　伊　藤　英　男
　事務局（宮城県管工業協同組合）　専務理事　　　　　　　　　　　　藤　井　秀　男
　　同　　　　　　　　　　　　　　総務課長　　　　　　　　　　　　千　葉　史　規

■W175×H50 機関誌「宮城県管工業協同組合」
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お知らせ
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青年部コーナー

平成29年度卒業式を開催

卒業式実行委員長　渡邉　修一（㈲今野設備工業）

　３月17日（土）、仙台市青葉区のライブハウス「ケ
ントス」において、宮管青年部卒業式が開催された。
　武田正晃氏（㈱日幸商會）の卒業に会員27名が集
まり、羽根川竜氏（㈱羽根川設備工事）と金来和広
氏（㈱ユーワ技研）両氏の軽快な司会で進行した。
　はじめに郷古孝雄会長（㈲藤英工業）の挨拶があ
り、扇俊介副会長（藤倉設備工業㈱）の乾杯の発声
で開宴となった。
　しばしの歓談の後、郷古会長から卒業証書の授与
と記念品の贈呈が行われた。続いて、送辞では、服
部達彦氏（服部産業㈱）から、青年部活動での愉快
な思い出と感謝の言葉があり、また、渡辺毅浩相談
役（中央管工業㈱）からは、徳島への研修旅行移動中に乱気流に遭い生きた心地がしなかった思い出

郷古会長（左）と武田氏

服部氏（左）からの送辞 渡辺相談役（左）からの送辞

扇副会長

と、青年部活動に対しての労をねぎらう言葉を頂いた。
　武田氏の答辞では、青年部での様々な思い出話と後輩達への
エールが送られ、バンド「キャデラック」の生演奏と共に盛り
上がりがピークとなった。
　大泉雄介副会長（㈱北栄工業所）の中締めの後、会員による
恒例のハンドアーチの中、武田氏が別れを惜しまれながら退場
し、散会となった。
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卒業生　武田正晃（㈱日幸商會）

　去る３月17日に行われた青年部卒業式にて卒業致しました。青年部在籍中は会員および関
係者の皆様には大変お世話になりました。平成18年に青年部に入会し早12年が経ち、あっと
いう間の活動期間でした。入会した頃は、会社の代表になって間もない時期だった事もあり、
時間合わせに苦労した事もありましたが、皆様のご協力もあり、在籍中は役員を２期４年経
験させて頂きました。全国でも屈指の結束力の固い宮管青年部での経験を今後の活動にも活
かしていきたいと思います。
　会長をはじめ会員の皆様に感謝すると共に、会員皆様の益々のご活躍を祈念しております。
有難うございました。
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仙台と言えば…　　仙台味噌
　平成19年清秋号の「ＰＵＭくんのこれ知ってる？」で「みそ」の種類や特徴について掲載しました
が、今回は、仙台名物の一つである「仙台味噌」についてご紹介します。　

□「仙台味噌」の起こり
　伊達政宗が仙台城築城の際、900坪あったといわれる「御

ご

塩
えん

噌
そ

蔵
ぐら

」という味噌工場を造り、常陸の
国から真壁屋古木市兵衛を呼び、良質の味噌造りを命じました。領内の産業振興を目的とした日本初
の工業生産と言われ、その製法は今も受け継がれています。
　後に、真壁屋古木市兵衛は芭蕉の辻近くに店を構えて味噌の製造販売を始め、この店が日本で最初
の味噌屋で、やがて味噌屋仲間を結成し、原料の配合比率や製造法、価格など、仙台味噌の基準を厳
しく管理して技術と品質を守ったそうです。

□「仙台味噌」の台頭
　太平洋は波が荒く、昔は航行が困難だったため、北海道函館近辺で収穫された昆布は仙台に届けら
れることはありませんでした。昆布は、日本海を通って酒田、金沢へ届き、そこから陸路で京都へ。
そして、京都の出し汁の食文化が生まれたと言われています。そのため、仙台には昆布出しの文化が
無く、それに代わる旨味調味料として「仙台味噌」が台頭したという説があります。

□「仙台味噌」の特徴
　味噌の80％を占める米味噌（米麹が使われている）の中でも、「仙台味噌」は赤味噌と呼ばれる、
赤みを帯びた褐色味噌です。同じ米味噌でも白色や淡色の味噌は、大豆の蒸し方や熟成期間の長さに
より、メイラード反応（大豆などのアミノ酸が糖と反応して褐変すること）が異なり、そこから色の
違いが出て来ます。「仙台味噌」は、旨味が濃厚で長期熟成でつくられた微妙な香りが特徴です。
　「仙台味噌」はどんな材料とも良く合いますが、特に秋刀魚団子汁、サバの味噌煮、あさりやシジ
ミの味噌汁、豚汁などがオススメです。素材の欠点となるにおいを抑え、素材の良さを引き立てます。

□「仙台味噌」の評判が高まったきっかけ
　16世紀後半、日本全国を統治していた豊臣秀吉が、各藩の大名に朝鮮出兵を命じ、兵は各自の地元
の味噌を携えて朝鮮へ出発。その長い滞陣の間に、他藩の味噌は変質してしまいましたが、仙台藩祖・
伊達政宗が持参した味噌は、唯一変質しなかったため、「仙台の味噌は質が良い」と評判になり、こ
の評価は全国的に高まりました。
　江戸市中には７ヶ所の仙台藩邸があり、そこに住む３千人の侍に分け与える為、大井の下屋敷に味
噌蔵が造られ、原料の大豆と米を仙台から江戸まですべて運んで味噌を造っていました。その味噌の
評判が良く、江戸の庶民はつてをたどって手に入れ、下屋敷は味噌屋敷と呼ばれました。２代目藩主
忠宗の頃から一般にも売られ、伊達家の味噌の良さが広がり、愛用する人々によって「仙台味噌」の
名が付けられました。

　「仙台味噌」の塩分は 11～ 13％で、京都の白味噌５～７％、信州味噌 10～ 12％
に対して、「仙台味噌」は辛口で塩分が多いと言われます。
　しかし、味噌汁にすると、（汁物は塩分１％位が美味しいと言われており、味噌汁の
水量が約 150cc の場合、お椀１杯には約 1.5 ｇの食塩が入っていることになるので）
どの地域の味噌で作っても味噌汁一杯分の塩分量は同じになるため、「仙台味噌だから
塩分を取り過ぎる」という心配はありません。
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　蓮と睡蓮の違いをご存知ですか？
　「花の違い」
　　　蓮：水面より上で花が咲く。
　　　睡蓮：水面近くで花が咲く。
　「葉の違い」
　　　蓮：切れ込みがない。撥水性がある。浮き葉と立ち葉がある。
　　　睡蓮：切れ込みがある。光沢がある。浮き葉のみ。

Ｐ
パ　ム

ＵＭくんの「これ知ってる？」

蓮
は す

　蓮の花は、６月下旬から９月上旬ごろに開花しますが、花の命は４日間と短い上に、早朝に花が開き、
昼ごろには花を閉じてしまいます。宮城県内では、栗原市と登米市にまたがる「伊豆沼・内沼」が蓮
の花の名所で、初夏になると、東京ドーム80個分ともいわれる広大な面積の湖面に蓮の花が咲き誇り
ます。
　昔の人は、美しい蓮は極楽浄土に咲いていると考えていました。蓮は古代からある植物で、花が咲
くと同時に実を生じることから、原因と同時に結果が生じるという意味の仏教の教えである「因

いん

果
が

倶
ぐ

時
じ

」のたとえに用いられたそうです。泥水の中から美しい花を咲かせる姿が、仏の慈悲や知恵の象徴
とも言われ、多くの仏具で蓮の花が描かれています。
　花が紅色や白色の「東洋種」と黄色の「アメリカ種」の２つに大きく分けられますが、品種改良が
重ねられた結果、現在は国内に数百種の蓮があると言われています。

◇蓮の歴史
　１億年前
　　地球上で、恐竜とともに共存していたと言われている。
　奈良時代
　　古事記に「花蓮」の記述が見られる。
　平安時代
　　枕草子に「蓮葉、よろづの草よりもすぐれてめでたし」の記述がある。
　江戸時代　
　　不忍池などが蓮の名所となる。
　明治時代　
　　中国から食用の品種が伝わり、本格的に蓮根（※）が栽培され始める。
　昭和時代
　　�昭和26（1951）年に千葉県千葉市で古代の蓮の実が発掘され、翌年に開花。この種類の蓮は、発

掘の中心となった大賀一郎博士に由来し、大
おお

賀
が

蓮
はす

と名付けられた。
　平成現代　
　　�蓮の葉の撥水効果である「ロータス効果」を応用した製品が開発され、ヨーグルトの蓋などに活
用されている。

※蓮根とは…
　レンコンは漢字で「蓮根」と書きますが、根ではなく茎で、「地

ち

下
か

茎
けい

」と呼ばれている部分です。
蓮の花は泥の中から花を咲かせますが、この蓮根の穴が、水上にある葉と繋がっていて、泥の下へ空
気を運んでいます。栽培が盛んな地域は、茨城県霞ヶ浦周辺で、国内のシェアの約５割を占めます。
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組 合 の う ご き

３月１日（木）・仙台地区木造家屋等建築工事安全委員会並びに幹事会合同会議に佐竹理事長、小島工
事部次長出席

３月２日（金）・仙台市水道修繕受付センター業務研修会に佐竹理事長外出席
３月５日（月）・組合会計業務（決算）講習会に阿部経理係長出席
３月６日（火）・平成29年度宮城県建設雇用改善推進委員会に佐竹理事長出席
　　　　　　・㈱宮城県管工事会館役員会に内海副理事長外出席
　　　　　　・労組ＪＡＭ宮城県管工業協同組合ユニオンとの第１回団体交渉に藤井専務理事、吉田

常務理事外対応
３月７日（水）・総務・厚生委員会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①平成29年度教育・研修及び福利厚生事業について
　　　　　　　　・給水装置工事主任技術者試験受験準備講習会実施報告
　　　　　　　　・宮管創立70周年記念ゴルフコンペ実施報告
　　　　　　　　・宮管親善ボウリング大会実施報告
　　　　　　　②平成29年度教育・研修及び福利厚生事業報告
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①平成30年度教育・研修及び福利厚生事業計画（案）について
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①次回委員会の開催について
３月８日（木）・広報委員会開催
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①“みやかん”若草号の発刊について
　　　　　　　②“みやかん”平成29年度収支決算見込並びに平成30年度収支予算（案）について
３月９日（金）・がんばろう！東北「東日本大震災の教訓を生かそう～東北からのメッセージ～」に佐

竹理事長外出席
　　　　　　・宮城県立仙台高等技術専門校平成29年度修了証書授与式に佐竹理事長出席
３月10日（土）・資材利用組合員謝恩企画（「にっぽん演歌の夢祭り」鑑賞）に組合員等97名参加
３月13日（火）・３月度理事会開催
　　　　　　　①庶務報告
　　　　　　　②共同事業実績報告
　　　　　　　③広報委員会報告
　　　　　　　④総務・厚生委員会報告
　　　　　　　⑤70周年記念誌第４回編集委員会報告
　　　　　　　⑥技能検定実技試験決算報告
　　　　　　　⑦資材利用組合員謝恩企画実施報告
　　　　　　　⑧職員人事について
　　　　　　　⑨全管連通常総会・全国大会参加予定者について
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①平成30年度通常総会提出予定議案等について
　　　　　　　②次期役員体制について
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　　　　　　　③近況報告会の開催について
　　　　　　　④㈱宮城県管工事会館との土地賃貸契約の更新について
　　　　　　　⑤労組の2018春季要求に対する回答方針について
　　　　　　　⑥初任給基準額の改定に伴う在職者調整について
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①平成29年度決算予想について
　　　　　　　②期末決算手当の支給について
　　　　　　　③�（公財）仙台市水道サービス公社による「給水装置台帳」複写物の提供に係る申請方

法等の変更について
３月15日（木）・労組ＪＡＭ宮城県管工業協同組合ユニオンとの第２回団体交渉に藤井専務理事、吉田

常務理事外が対応し、妥結
３月16日（金）・組合運営／実践セミナーに千葉総務課長出席
３月19日（月）・70周年記念誌第５回編集委員会開催
　　　　　　　①記念誌「本編（第１章～第15章）」の最終校正について
　　　　　　　②記念誌の配付先及び配付方法について
　　　　　　　③その他
　　　　　　　　・表紙クロス色について
　　　　　　　　・作成部数の変更について
３月26日（月）・仙台市技能職団体連絡協議会平成29年度第２回理事会に佐竹理事長出席
３月28日（水）・㈱仙台ソフトウェアセンター臨時株主総会に須藤総務部次長出席
３月30日（金）・自由民主党水道事業促進議員連盟との意見交換会に渡辺（皓）理事出席

４月１日（日）・人事発令
４月10日（火）・宮城県立仙台高等技術専門校平成30年度入学式に佐竹理事長出席
４月13日（金）・日水協東北地方支部幹事都市管理者と全管連東北ブロック各県支部長との意見交換会

に佐竹理事長外出席
４月18日（水）・組合創立71周年記念日
４月19日（木）・総務・厚生委員会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①平成29年度内の組合員のうごき（加入及び脱退）について
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①平成30年度通常総会議案について
　　　　　　　　・平成29年度決算について（第１号議案関係）
　　　　　　　　・平成30年度予算案について（第２号議案関係）
　　　　　　　　・平成30年度賦課金について（第４号議案関係）
　　　　　　　　・平成30年度組合新規加入者の出資金及び加入金について（第５号議案関係）
　　　　　　　②平成30年度通常総会役員改選に伴う選挙管理委員の選任について
　　　　　　　③平成30年度教育・研修及び福利厚生事業について
　　　　　　　　・宮城県管工業協同組合安全大会の実施について
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①親善ゴルフコンペについて
４月20日（金）・第４・四半期監査会開催
４月23日（月）・４月度役員会開催
　　　　　　　①庶務報告
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　　　　　　　②共同事業実績報告
　　　　　　　③決算棚卸し（在庫）報告
　　　　　　　④総務・厚生委員会報告
　　　　　　　⑤第４・四半期監査報告
　　　　　　　⑥�仙台市指定給水装置工事事業者の新規指定並びに排水設備工事業者の新規承認につ

いて
　　　　　　　⑦�仙台市水道修繕受付センター業務委託（その２）の見積入札及び委託契約の締結に

ついて
　　　　　　　⑧配水管及び給水装置修繕工事の見積入札及び工事請負契約の締結について
　　　　　　　⑨�給水分岐工事に伴う既設配水管管体等調査業務委託の見積入札及び委託契約の締結

について
　　　　　　　⑩平成30年度備蓄倉庫賃貸借契約の締結について
　　　　　　　⑪2018春季労使交渉の妥結内容について（期末決算手当の支給報告を含む）
　　　　　　　⑫組合員の脱退について
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①平成29年度決算について
　　　　　　　②平成30年度収支予算案について
　　　　　　　③平成30年度通常総会提出議案（議案書）について
　　　　　　　④平成30年度通常総会正副議長候補者について
　　　　　　　⑤総会・表彰式並びに70周年記念誌発刊記念懇親会の予定等について
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①�日水協東北地方支部幹事都市管理者と全管連東北ブロック各県支部長との意見交換

会報告
４月24日（火）・宮管組合近況報告会に現職とＯＢ役員等28名出席
４月25日（水）・宮管連監査会に吉田常務理事外出席
　　　　　　・宮管連平成30年度役員会開催
４月27日（金）・日水協宮城県支部第62回総会に藤井専務理事出席

日本鋳鉄管㈱　特約店

株式会社
代表取締役　植　原　文　夫

（本　　　社）〒116-0013 東京都荒川区西日暮里３－６－７　電話 03（5809）0562（代）  FAX03（5809）0563
（東北営業所）〒981-3215 仙台市泉区北中山４－１－２　　　電話 022（379）4393（代）  FAX022（379）4394
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組合員のうごき
○組合員代表者変更

　株式会社 ユーワ技研（No.198）	 【平成30年４月１日付】

　　　　　　　　　新　　代表取締役社長　　金　来　和　広
　　　　　　　　　前　　代表取締役会長　　金　来　廣　一

　中央管工業 株式会社（No.109）	 【平成30年５月18日付】

　　　　　　　　　新　　代表取締役社長　　渡　辺　毅　浩
　　　　　　　　　前　　取締役会長　　　　渡　辺　　　皓

　渡辺建設工業 株式会社（No.104）	 【平成30年５月30日付】

　　　　　　　　　新　　代表取締役社長　　渡　辺　啓一郎
　　　　　　　　　前　　代表取締役会長　　渡　辺　好　啓



− 26 −

理事（役員）会報告

－３月度理事会－

１．日　　時　　平成30年３月13日（火）15：00 ～ 16：30
２．場　　所　　宮城県管工業協同組合　３階　研修室
３．出 席 者　　理　事　　佐竹理事長・内海副理事長・藤井専務理事・吉田常務理事
　　　　　　　　　　　　　渡辺（皓）理事・外山理事・菅原理事・小林理事・渡辺（好）理事
　　　　　　　　　　　　　井上理事・赤間理事・松岡理事・本山理事・小野理事　　　　　計14名
　　　　　　　　事務局　　小川扇町本部長・白戸資材部次長・須藤総務部次長・小島工事部次長　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　千葉総務課長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計５名

４．議題及び議事経過
※報告事項
①庶務報告
　吉田常務理事より、組合の２月の主な会議及び行事等について報告され、一同了承した。

②共同事業実績報告
　小川本部長より、資材と工事の各共同事業について、それぞれ２月度の実績と予算比、及び前年比
等が報告され、一同了承した。

③広報委員会報告
　外山広報委員長より、３月８日に開催した首題委員会において、機関誌「みやかん」若草号の掲載
予定記事と表紙写真、機関誌発行に係る平成29年度収支決算見込み及び平成30年度収支予算案につい
て審議した内容が報告され、一同了承した。

④総務・厚生委員会報告
　菅原総務・厚生委員長より、３月７日に開催した首題委員会において、平成29年度の総務・厚生委
員会所管事業の報告を行った旨と、平成30年度事業計画案の協議内容が説明され、一同了承した。

⑤70周年記念誌第４回編集委員会報告
　渡辺編集委員長より、２月20日に開催した第４回委員会において、記念誌本編の校正を行ったこと
等が報告され、次いで吉田常務理事より、配付先を検討した結果、作成部数を変更する予定であるこ
と、次期総会前に郵送等により配付したいこと等が報告され、一同了承した。

⑥技能検定実技試験決算報告
　小島工事部次長より、当組合が職業能力開発協会より受託して運営した建築配管職種の平成29年度
後期技能検定実技試験（２月７日～８日）について、受検者数や収支結果等が報告され、一同了承した。

⑦資材利用組合員謝恩企画実施報告
　小川本部長より、３月10日に実施した首題謝恩企画「にっぽん演歌の夢祭り」の鑑賞について、参
加者数と費用等が報告され、一同了承した。
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⑧職員人事について
　藤井専務理事より、平成30年３月31日付けで定年退職する職員に関して報告されるとともに、翌４
月１日からは嘱託員として継続雇用すること等が説明され、一同了承した。次いで、平成30年度人事
として４月１日付け発令の13名と委嘱１名について説明され、一同了承した。

⑨全管連通常総会・全国大会参加予定者について
　吉田常務理事より、首題大会（平成30年７月４日／静岡市開催）への参加予定者について報告され、
一同了承した。

※協議事項
①平成30年度通常総会提出予定議案等について
　吉田常務理事より、５月18日（金）に開催する平成30年度通常総会等のスケジュールと、総会予定議
案が説明され、一同了承した。

②次期役員体制について
　佐竹理事長より、次期員外理事の理事会推薦について諮られ、員外理事候補者として３名を推薦す
ることで、一同了承した。

③近況報告会について
　吉田常務理事より、当初４月26日に開催を予定していた首題報告会について、日程を４月24日に変
更し、勝山館で行いたいこと、また、案内先等が提案され、一同了承した。

④㈱宮城県管工事会館との土地賃貸契約の更新について
　須藤総務部次長より、㈱宮城県管工事会館と締結している土地賃貸契約について、同社の内海社長
より平成30年度賃貸借料の減額依頼があったこと、平成29年度の賃貸借料を決めたときの経緯、現在
の路線価で算出した土地代が更に上昇している状況等を勘案して四役会で協議した結果、直前３カ年
の土地代の平均値とする旨が説明され、新しい土地賃貸料の契約期間を平成31年３月31日までの１年
間とし、覚書により契約更新することで一同了承した。

⑤労組の2018春季要求に対する回答方針について
　藤井専務理事より、労組の今時要求に対する使用者側の各回答方針が提案されるとともに、次回の
団体交渉で文書提示して交渉にあたりたい旨が説明され、一同了承した。

⑥初任給基準額の改定に伴う在職者調整について
　藤井専務理事より、前回２月度役員会で承認された初任給基準の改定に伴う１級在職者と２級在職
者の昇給にあわせ、事務局検討とされていた３級以上の在職者への調整について、定期昇給停止者を
除き１号俸昇給させることが提案されるとともに、総額人件費の年間増額分等が説明され、一同了承
した。

※その他
①平成29年度決算予想について
　須藤総務部次長より、平成30年２月迄の実績に３月の見込み額を勘案した平成29年度決算予想につ
いて説明され、この決算予想に基づき、資材と工事の利用分量割戻率について諮ったところ、今期
の割戻率を資材は一般資材、配水管材とも前年度に0.5％上乗せ、工事は前年度同様とすることとし、
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一同了承した。

②期末決算手当の支給について
　藤井専務理事より、平成29年度決算予想が前年度を上回る見通しであることから、今期も常勤役・
職員に対して期末決算手当を支給したいこと等が提案され、一同了承した。

③（公財）仙台市水道サービス公社による「給水装置台帳」複写物の提供に係る申請方法等の変更につ
いて
　藤井専務理事より、首題の件について、仙台市水道サービス公社から当組合に対し、組合員への周
知依頼があったため、本日付けでＦＡＸ送信した旨が報告された。

－４月度役員会－

１．日　　時　　平成30年４月23日（月）15：00 ～ 17：00
２．場　　所　　宮城県管工業協同組合　３階　研修室
３．出 席 者　　理　事　　佐竹理事長・内海副理事長・藤井専務理事・吉田常務理事
　　　　　　　　　　　　　渡辺（皓）理事・外山理事・菅原理事・小林理事・渡辺（好）理事
　　　　　　　　　　　　　井上理事・赤間理事・松岡理事・本山理事・小野理事　　　　　計14名
　　　　　　　　監　事　　武田監事・中鉢監事・大浦監事　　　　　　　　　　　　　　　計３名
　　　　　　　　事務局　　小川扇町本部長・須藤総務部長・白戸工事部次長・小島資材部次長
　　　　　　　　　　　　　千葉総務課長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計５名

４．議題及び議事経過
※報告事項
①庶務報告
　吉田常務理事より、組合の３月の主な会議及び行事等について報告され、一同了承した。

②共同事業実績報告
　小川本部長より資材と工事の各共同事業について、それぞれ３月度の実績を含む平成29年度の年間
実績（累計）と前年比及び予算比について報告され、一同了承した。

③決算棚卸し（在庫）報告
　小川本部長より、年度末の資材部商品並びに工事部材料の在庫量が報告され、一同了承した。

④総務・厚生委員会報告
　菅原総務・厚生委員長より、４月19日に開催した首題委員会において、平成29年度内の組合員加入
脱退について報告され、次いで、平成30年度通常総会の予定議案の審議、役員改選に伴う選挙管理委
員の選任について了承したこと、また、安全大会と親善ゴルフコンペの開催予定について協議した内
容が報告され、一同了承した。

⑤第４・四半期監査報告
　武田監事より、４月20日に行った平成29年度第４・四半期（決算）監査の結果、正確に処理されて
いる旨が報告され、一同了承した。
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⑥70周年記念誌第５回編集委員会報告
　渡辺（皓）編集委員長より、３月19日に開催した首題委員会において、記念誌『七十年のみち』の原
稿に対する最終校正を行ったこと、次いで配付先と配付方法及び表紙の色を決定したこと、配付先を
決定したことに伴い、作成部数を変更して550冊としたこと等が報告され、また、『五十年史』発刊以
降に加入した組合員７社へは、『五十年史』もあわせて配付することが説明され、一同了承した。

⑦仙台市指定給水装置工事事業者の新規指定並びに排水設備工事業者の新規承認について
　白戸工事部次長より、仙台市指定給水装置工事事業者は平成29年12月から平成30年３月末までに新
規指定が９社、廃止が６社あり、３月末現在で592社になっていること、次に仙台市公認排水設備工
事業者は平成30年４月１日付で新規承認が６社、承認取消しはなかったものの、非更新業者が38社あ
り、同日現在で合計387社になっていることが報告され、一同了承した。

⑧仙台市水道修繕受付センター業務委託（その２）の見積入札及び委託契約の締結について
　白戸工事部次長より、平成30年４月１日付で仙台市水道事業管理者と委託契約を締結した首題業務
の内容と従事組合員、及び業務委託料（単価）と共通費等について説明され、一同了承した。

⑨配水管及び給水装置修繕工事の見積入札及び工事請負契約の締結について
　白戸工事部次長より、平成30年度官公需共同受注事業として取り組む首題工事について、共同受注
委員会並びに官公需共同受注事業企画・調整委員会の承認内容に基づいて入札参加し、平成30年４月
１日付で契約を締結したことが報告され、次いで、その配分や共通費等について、本日開催の同委員
会で協議した内容が説明され、一同了承した。

⑩給水分岐工事に伴う既設配水管管体等調査業務委託の見積入札及び委託契約の締結について
　白戸工事部次長より、首題業務について見積入札した結果、平成30年４月１日付で契約を締結した
こと及びその内容が報告され、一同了承した。

⑪平成30年度備蓄倉庫賃貸借契約の締結について
　須藤総務部長より、首題の件について、第２倉庫を前年度同様の条件で、仙台市水道事業管理者と
平成30年４月１日付で賃貸契約した旨が報告され、一同了承した。

⑫2018春季労使交渉の妥結内容について（期末決算手当の支給報告を含む）
　藤井専務理事より、３月15日に労使交渉の末妥結した今年度の労働条件と、あわせて四役一任とさ
れていた決算期末手当の支給額について報告され、一同了承した。

⑬組合員の脱退について
　須藤総務部長より、去る３月27日付けで組合員１社より任意脱退の予告書が提出されたこと、定款
に基づき平成31年３月31日付けで脱退予定であることが報告され、一同了承した。

※協議事項
①平成29年度決算について
②平成30年度収支予算案について
　須藤総務部長より、平成30年度通常総会に諮る首題の両件について、先ず、財産目録、賃借対照表、
損益計算書等により平成29年度の決算内容と剰余金処分案等が説明され、次いで平成30年度の予算案
について提案され、一同了承した。
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③平成30年度通常総会提出議案（議案書）について
　吉田常務理事より、総会に提案する各議案の具体的な内容について説明され、一同了承した。

④平成30年度通常総会正副議長候補者について
　吉田常務理事より、首題候補者案が示され、一同了承した。

⑤総会・表彰式並びに70周年記念誌発刊記念懇親会の予定等について
　吉田常務理事より、総会の開催通知、当日の主なタイムスケジュール、表彰式と懇親会の次第、役
割分担等について説明され、一同了承した。

※その他
①日水協東北地方支部幹事都市管理者と全管連東北ブロック各県支部長との意見交換会報告
　藤井専務理事より、首題意見交換会の内容が報告され、一同了承した。
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国税だより

発行／国税庁
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健康だより
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作並宿橋　　

　平成25年新春号の“みやかん”から、広瀬川に架かる橋をご紹介しています。
　広瀬川は、仙台市青葉区の関山峠付近を源流に仙台市内のみを流れ若林区日辺で名取川と合流しま
す。幹川延長が45.2㎞、（生活用の小さい橋を除き）44本の橋が架けられています。

　作並宿橋は、仙台市青葉区作並字檀ノ原にある、作並宿線（旧作並街道）上の橋です。長さ22.8メー
トル、幅員５メートルで、現在の橋は平成２（1990）年に完成しました。
　前回ご紹介した「相生橋」の直前で（仙台方向から見て）右折すると、集落の中に作並宿橋があり
ます。

〔写真撮影：㈲星川工業所　星川　猛　氏〕
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「水
す い

中
ちゅう

に火
ひ

を求
も と

む」
（水の中で火を求める意から）絶対に手に入らないものを、無謀にも求めるたとえ。似た意味を

持つ諺に「木に縁って魚を求む」がある。

諺・漢字コーナー　❖❖❖❖ ❖❖❖❖

――今月の諺――

――読んでみよう！書いてみよう！――
一、次の漢字の読みを（　）に書いてみて下さい。

１　天　狗（　　　　　）

２　天　竺（　　　　　）

３　天　秤（　　　　　）

４　天　晴（　　　　　）

５　天　道（　　　　　）

二、次の文中のカタカナを（　）に漢字で書いてみて下さい。

１　日本海に沈む美しいユウヒ。　　　　　　　　　　　（　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２　海外にユウヒする意気込みを持つ。　　　　　　　　（　　　　　）

３　Ａ４の原稿ヨウシに論文を執筆する。　　　　　　　（　　　　　）

４　演説のヨウシをまとめる。　　　　　　　　　　　　（　　　　　）

５　彼は婿ヨウシだ。　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　）

　　　　　　

三、次の（　）に漢字を入れて四字熟語を完成させてみて下さい。

１　沈　思（　　）考　　　　２　大（　　）不　敵

※解答は39頁です。

お問合せ先：
AIGパートナーズ株式会社　仙台支店
〒980-0811宮城県仙台市青葉区一番町1-8-3富士火災仙台ビル8階
Tel022−716−8354　Fax022−221−2629

AIG 損害保険会社

業務災害総合保険

事業総合賠償責任保険
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編集歳時記
（2018年初夏号№479）

　去る５月18日（金）、宮城県管工業協同組合の通常総会、表彰式、そして創立70周年記念誌『七十年
のみち』発刊記念懇親会を開催させていただきました。皆様のお陰を持ちまして、いずれも成功裡、
盛会のうちに終えることが出来ました。ここまで組合を支えていただきましたこと、改めてお礼申し
上げます。
　また、今回は役員の改選期に当たり、役員17名のうち、理事４名、監事１名が新任されました。昨
年９月に就任した佐竹理事長を先頭に役員一同、微力ながらこれからの組合運営に全力を尽くして参
りますので、何とぞお力添えいただきますようよろしくお願いいたします。

　現在、私達を取り巻く社会情勢は、なかなか厳しいものがあります。国や地方自治体では税収など
の収入が伸び悩む中、社会インフラの老朽化は確実に進み、事故の発生も散見するようになりました。
人口減少社会に入ることで将来にわたる安定した水道料金収入が望めないことから、多くの水道事業
体は経営基盤の弱体化を懸念しており、厚生労働省もその対策として、広域化や官民連携に向けた様々
な手法を考えているようです。先日も、本号に記事のある日水協東北地方支部と全管連東北ブロック
の意見交換会の席で、議題の他に宮城県が進めている上水・工水・下水を合わせ民間の力を活用する
コンセッション方式が話題に上りました。このような施策がどんな形で私たちに影響してくるのか、
対応も含め考えていかなければなりません。
　目の前には、指定店の更新制度を盛り込んだ水道法改正法案の行方や、建設業界にも超勤時間の上
限を設ける労働基準法改正を含む『働き方改革』の進展具合、建築設備業界では、オリンピックまで
は大丈夫との意見もあるものの、何よりも震災復興需要の沈静化を受けての仕事量の確保などといっ
た課題があります。また、長期的観点に立つと、技術者・技能者の高齢化に歯止めがかからないこと
から、若手社員にも魅力が感じられる職場にすべく新３Ｋ（給料、休日、希望）の実現や女性の登用
など、解決すべきテーマが山積みです。放置しておくと、直ぐに影響が現れるものから、５年10年先
にボディブローのように効いてくるものまで様々です。対処を誤ると、後継者がいないとか、仕事が
ないとか会社の存続基盤に影響を与えかねません。
　こういった課題の一つひとつに業界の叡智を集め、全管連以下の縦の連携や、建産連、空衛協、電
気工事業界などとの横の連携を生かして、組合員の皆様のお役に立ちたいと考えております。
　いつの世も時代は不透明です。先が見通せる経営の舵取りなど望むべくもありません。しかし、組
合員の皆様はこれまで頑張っていらっしゃいました。宮管組合も皆様の横にいて少しはお役に立って
きたとの思いはあります。資材を買っていただくこと、工事部をご利用いただくことは勿論お願いい
たしますが、その他にもいろいろな形で組合をお使いいただければ、組合役職員一同、組合の意義を
改めて認識でき、大きな喜びとするものです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮城県管工業協同組合　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　常勤理事　藤井　秀男
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諺・漢字コーナー【解答】

一．　１．てんぐ　　２．てんじく　　３．てんびん　　４．あっぱれ　　

　　　５．てんとう（てんどう）

二．　１．夕日（夕陽）　　２．雄飛　　３．用紙　　４．要旨　　５．養子

三．　沈思黙考（ちんしもっこう）
　　　　もの思いに沈み黙って考えにふける。例：「書斎で長い間沈思黙考していた」

　　　大胆不敵（だいたんふてき）
　　　　大胆で敵を敵とも思わない様子。例：「幼い時から大胆不敵である」
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宮城県管工業協同組合　第43期　広報委員会

委 員 長　外　山　佳　嗣　（仙台ガス水道工業㈱　取 締 役 会 長）
副委員長　赤　間　勇一郎　（㈱ 赤 間 総 業　代表取締役社長）
副委員長　小　野　修　司　（全 栄 興 業 ㈱　代表取締役社長）

委　　員　鈴　木　史　郎　（㈱ 新 東 設 備 工 業　代表取締役社長）

委　　員　阿　部　祐　光　（宮 春 工 業 ㈱　代表取締役社長）
委　　員　遠　藤　義　郎　（㈱ 丸 浩 設 備 工 業　代表取締役社長）
委　　員　坪　田　達　映　（坪 田 工 業 ㈱　代表取締役社長）

専務理事　藤　井　秀　男

常務理事　吉　田　秀　之

編集・発行


